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1.小論文の基本

POINT

01

POINT

02

字数は9割以上以上。ただし、
字数さえ埋めれば合格できるわ
けではない。書き方が合否を分
ける。
合格する文章とは、設問に対し
て意見と理由がある。



意見1
a.小論文の3要素

1.小論文の基本

具体例2
分析・考察3

理由



話し言葉1
b.書いてはいけないこと 1.小論文の基本

感情2 分析・考察3
じゃ→では
なんだと→なのだと

好き・嫌い・凄い
嬉しい・悲しい

他人任せ

並列4
内容が深まらない

例1）私の長所は優しくて、我慢強く、最後までやり通すところです。
例2）私が～と考える理由は3つあります。1つ目は～、2つ目は～、3つ目
は～です。
＊小論文に限る。一般的には並立する意見の述べ方は分かりやすくて良い。
英作文でも並立は使える手法。



敬体（です・ます）ではなく、
常体（だ・である）で書く。1

c.表記上の注意

1.小論文の基本

段落を分け、段落ごとに最初の一マス
を空ける。2



筆者の主張を一文で簡潔に記す。

自分の意見を端的に述べる。

理由として具体例を挙げる。

1

2

3

理由として分析・考察を述べる。4

➁の意見を再度記し、結論を述べる。5

2.意見の述べ方



2.意見の述べ方

POINT

01

POINT

02

POINT

03

筆者の主張に賛成か反対かを答える場合、
反対する時は完全否定ではなく部分否定に
する。
具体例を考えてから意見を決める。

具体例の充実が考察の充実につながる。
自分の体験談でもいいが、社会問題を引き合いにだす
とよい。
ニュースなどに目をとめ、日頃から物事に関心を持つ
こと。



a.出題の多いジャンル
3.小論文入試のトレンド

格差・貧困

グローバル化

AI・SNS

1

2

3

環境4

多様性5

コロナ問題6



小問の増加
答えるべき課題を絞る

1
2

2.要約の手順

b.問題の出し方
正解・不正解を明確
にして採点の精度を
上げるため

例1）～という状況だが○○についてあなたの考えを述べなさい。
例2）○○について例を挙げて説明しなさい。
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